
去勢

生 後 月 齢

生時（月） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 出荷目安

（日齢） ３０ ６０ ９０ １２０ １５０ １８０ ２１０ ２４０ ２５０

１日当たり
給与飼料量
（ｋｇ）

えづけ飼料 ０．１ １．７ ３．０

育成用飼料 ３．５ ４．５ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０

良質粗飼料（乾草） ０．０１５ ０．２ ０．３ １．３ １．５ ３．０ ３．５ ４．５ ５．０

体高の目安（cm） ７３ ８０ ８６ ９２ ９７ １０２ １０６ １１０ １１４ １１５

体重の目安（ｋｇ） ３５ ５６ ８０ １０７ １３９ １７１ ２０３ ２３６ ２６９ ２８０

濃厚飼料と粗飼料の割合 ９：１ ７：３ ４：６

子牛育成飼料給与マニュアル

めす

生 後 月 齢

生時（月） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 出荷目安

（日齢） ３０ ６０ ９０ １２０ １５０ １８０ ２１０ ２４０ ２６０

１日当たり
給与飼料量
（ｋｇ）

えづけ飼料 ０．１ １．６ ２．６

育成用飼料 ３．０ ４．０ ３．５ ３．５ ３．５ ３．５

良質粗飼料（乾草） ０．０１５ ０．２ ０．３ １．２ １．５ ３．０ ３．５ ４．０ ４．５

体高の目安（cm） ６９ ７７ ８４ ９０ ９５ １００ １０４ １０８ １１１ １１３

体重の目安（ｋｇ） ３０ ５１ ７５ １０２ １３０ １５８ １８７ ２１５ ２４３ ２６５

濃厚飼料と粗飼料の給与パターン

えづけ飼料重視

※えづけ飼料で子牛の
体の発育と第１胃の絨
毛の発達

５カ月齢は育成飼
料最大給与

※５カ月齢は骨
格が最も発達
する時期

粗飼料を多給
濃厚飼料を制限

※骨格づくりの後は，粗飼料
で胃袋づくり
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子牛育成飼料給与マニュアル

～ 生後３カ月間が重要，「制限哺乳」や「人工哺乳」に取り組み，えづけ摂取量を高めよう！～

◎出荷目標 去勢 日齢２５０日 体高１１５cm 体重２８０kg 雌 日齢２６０日 体高１１３cm 体重２６５kg

注：自給飼料（イタリアン）・バミューダ乾草での給与例です。
給与量は，原物重量で表示しています。

えづけから育成飼料
への切替は，10日以
上かけてゆっくりと！

離乳の目安は，
えづけ1kg以上摂取！

粗飼料多給（濃厚飼料
制限）で，胃袋作り！

2カ月離乳

2カ月離乳

３カ月齢まで

☆えづけ摂取量を高め，２カ月齢離乳がスムーズに。
母牛の発情回帰にも効果あり。

☆新鮮な水を十分飲める環境 ☆頭数に合った飼槽の長さ
食べやすい高さに調整

☆乾草は複数回細断
（１～２cm）

飼料給与量は目安です。子牛の発育状況に応じて増減して下さい。ただし給与量を増減する場合も濃厚飼料と粗飼料の給与割合を守りましょう。

今回，牛の改良や粗飼料の実情に合わせてマニュアルの改訂を行いました。

隔離 隔離 隔離哺乳哺乳

朝(15分程） 夕（15分程）

制限哺乳とは・・
哺乳回数を1日朝夕2回に制限する方法（生後１ヶ月頃～）

えづけ飼料で哺乳期
の発育を促進

5カ月齢で育成飼料はピーク

子牛の第1胃の変化

えづけ飼料が胃を育てる

ミルク
えづけ飼料

ミルク
乾草

⇒絨毛の発育良好！

☆良い給与法

ミルクのみ

⇒絨毛の発達不十分

⇒絨毛の発達不十分

粗飼料多給
濃厚飼料制限

４～５カ月齢まで ６カ月齢以降

えづけ飼料：乾草
＝ ９ ： １

育成飼料：乾草
＝ ７ ： ３

育成飼料：乾草
＝ ４ ： ６

制限哺乳で,えづけ飼料の摂取量を増やしスムーズな離乳

えづけ 育成 えづけ 育成

1～5日目 2.2 0.8

5～10日目 1.6 1.6

11～15日目 0.8 2.5

１　：　１

１　：　３

切替パターン
割合 給与量（ｋｇ）

３　：　１
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鹿児島県肉用牛振興協議会 ＴＥＬ ０９９－２８６－３２２３ http://kagoshima-kuroushi.org/

（H28.3月改訂）


